
経鼻インフルエンザワクチン（フルミスト®）についてのご案内

不活化インフルエンザワクチンとの違い

① 発病を抑えることができる

インフルエンザウイルスは、鼻や喉など気道の粘膜に感染を起こして増殖し全身に広がります。

不活化ワクチン（注射）は、ウイルスの体への侵入を防ぐのでは無く、体内（血液中）に侵入してきたウイル

スが全身に広がるのを抑えます。つまり、感染そのものを防ぐというよりも、「重症化を防ぐ」作用が主にな

ります。

それに対し、生ワクチン（経鼻）は、ウイルスの体内への侵入口である気道（鼻）の粘膜でウイルスの増殖を

抑えるので、感染を阻止する（発病を抑える）ことができます。

② インフルエンザウイルスの微妙な型の違いに対応できる

インフルエンザウイルスは型の変異を繰り返しているため、ワクチンは半年以上も前から、流行する型を予測

して作られています。対して、経鼻生ワクチンは注射のワクチンとは異なる「細胞性免疫」という機序でも免

疫を高めることができるため、型の変化に強く、多少型が異なっていても効果が期待できます。

③ 効果の持続期間が長い

不活化インフルエンザワクチンの効果は4～6か月程度なのに対し、約1年間効果が持続します。

④ 痛くない

鼻に噴霧するだけなので痛みがありません。

⑤ 3種類のタイプの型が含まれている3価ワクチンです

B型インフルエンザはこれまで主に山形系統とビクトリア系統という2つの型が交互または同時に流行してきま

したが、2020年以降、山形系統の流行が認められていません。経鼻生ワクチンはA型2株とB型としてビクトリ

ア系統が含まれる3価のワクチンです。なお、注射の不活化ワクチンは4価となりますが、来シーズンは3価へ

の変更が検討されています。

フルミスト®の副反応

フルミストは、弱毒化されたインフルエンザウイルスが含まれており、鼻の粘膜に軽い感染をおこして免疫を

付けます。病気を起こす力（病原性）はほとんどありませんが、約5割の方に鼻水、鼻づまりが認められ、そ

の他、10人に1人ほどの方に咳、喉の痛みなどの症状がみられることがあります。また、他のワクチンと同様

、まれにショックやアナフィラキシー、じんましんなどの副作用が起きる可能性もあります。



